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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第169期

第２四半期連結
累計期間

第170期
第２四半期連結

累計期間
第169期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （百万円） 305,211 359,771 653,795

経常利益 （百万円） 11,970 17,608 32,555

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,820 12,654 12,900

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △15,866 22,061 18,543

純資産額 （百万円） 193,279 244,090 224,546

総資産額 （百万円） 555,483 645,705 588,626

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 6.21 44.36 44.61

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.4 34.2 34.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 12,072 6,510 43,623

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △31,938 △19,427 △60,633

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 26,275 10,649 16,411

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 35,701 30,047 30,680

 

回次
第169期

第２四半期連結
会計期間

第170期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.65 30.03

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．当社は当第２四半期連結会計期間より、取締役等に対し、信託を用いた株式報酬制度「株式交付信託」を導入

しております。「１株当たり四半期（当期）純利益金額」の算定上の基礎となる期中平均株式数には、その計

算において控除する自己株式に当該信託口が保有する当社株式を含めております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、米国の政策不安など懸念材料がある一方で、企業収益や雇用環境の改

善などを背景に、緩やかな回復基調で推移しました。

　このような状況のもと、当社グループの第２四半期連結累計期間の売上高は3,597億円（前年同期比17.9％増）、

営業利益は175億円（同26.7％増）、経常利益は176億円（同47.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は126

億円（同595.0％増）となりました。

 

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

［エネルギー・情報通信カンパニー］

　エネルギー事業部門における銅価上昇や、情報通信事業部門が海外マーケットを中心に好調に推移したこと等によ

り、売上高は前年同期比12.0％増の1,820億円、営業利益は同61.2％増の121億円となりました。

［エレクトロニクスカンパニー］

　ＦＰＣ（フレキシブルプリント配線板）、コネクタを中心とした事業が堅調に推移したこと等により、売上高は前

年同期比34.3％増の964億円、営業利益は同124.9％増の58億円となりました。

［自動車電装カンパニー］

　新車種の立ち上げがあった一方で、東欧製造拠点の生産効率悪化に伴うコスト増等を背景に、売上高は前年同期比

15.0％増の733億円、営業損失は28億円（前年同期は営業利益15億円）となりました。

［不動産カンパニー］

　当社旧深川工場跡地再開発事業である「深川ギャザリア」において、前連結会計年度に追加取得した物件の収益貢

献もあり、売上高は前年同期比9.8％増の55億円、営業利益は同7.8％増の28億円となりました。

 

（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較し、570億円増加の6,457億円となりました。こ

れは主に、季節要因によりエレクトロニクスカンパニーの流動資産が増加した影響によるものです。

　負債の部は、前連結会計年度末と比較し、375億円増加の4,016億円となりました。これは主に、支払手形及び買掛

金の増加や、運転資金の増加に伴い有利子負債が増加したことによるものです。

　純資産の部は、前連結会計年度末と比較し、195億円増加の2,440億円となりました。これは主に、親会社株主に帰

属する四半期純利益、及びその他有価証券評価差額金や為替換算調整勘定の増加によるものです。
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（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、

運転資金の需要が増加したものの、税金等調整前四半期純利益164億円、減価償却費132億円等を源泉とした収入によ

り65億円の収入（前年同期比55億円減）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは設備投資を中心に194億円の支出（同125億円減）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは借入れによる収入を中心に106億円の収入（同156億円減）となりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は300億円（同56億円減）となりました。

 

（４）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（５）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は79億円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

                  普通株式 1,190,000,000

計 1,190,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月１日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 295,863,421 295,863,421
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は100株であり

ます。

計 295,863,421 295,863,421 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 295,863 － 53,075 － 13,268
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 26,882 9.09

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 22,925 7.75

三井生命保険株式会社 東京都千代田区大手町二丁目１番１号 10,192 3.44

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 8,456 2.86

株式会社静岡銀行 静岡県静岡市葵区呉服町一丁目10番地 7,713 2.61

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（三井住友信託銀行退職給付信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 6,777 2.29

ＤＯＷＡメタルマイン株式会社 東京都千代田区外神田四丁目14番１号 6,563 2.22

フジクラ従業員持株会 東京都江東区木場一丁目５番１号 4,938 1.67

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（信託口５）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 4,509 1.52

GOVERNMENT　OF　NORWAY

（常任代理人シティバンク、エヌ・エイ東

京支店）

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO

0107 NO

（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

4,462 1.51

計 － 103,420 34.96

　（注）１．上記の所有株式数は株主名簿に基づき記載しております。

　　　　２．上記のほか、自己株式が9,450千株あります。

　　　　３．三井住友信託銀行株式会社他２社より連名にて、平成29年３月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有

報告書において、平成29年３月15日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の記載があります

が、当社として当第２四半期会計期間末現在時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大

株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所 保有株券等の数（株） 株券等保有割合(％)

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 12,461,100 4.21

三井住友トラスト・アセッ

トマネジメント株式会社
東京都港区芝三丁目33番１号   478,200 0.16

日興アセットマネジメント

株式会社
東京都港区赤坂九丁目７番１号  6,471,300 2.19

計 － 19,410,600 6.56
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　　　　４．みずほ証券株式会社他２社より連名にて、平成29年２月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書

において、平成29年１月31日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の記載がありますが、当社

として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況に

は含めておりません。

氏名又は名称 住所 保有株券等の数(株) 株券等保有割合(％)

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目５番１号   329,000 0.11

アセットマネジメントOne

株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 15,703,580 5.31

Asset Management One

International Ltd.

Mizuho House, 30 Old Bailey, London,

EC4M 7AU, UK
1,410,300 0.48

計 － 17,442,880 5.90

 

　　　　５．野村證券株式会社他２社より連名にて、平成28年６月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書に

おいて、平成28年５月31日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の記載がありますが、当社と

して当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には

含めておりません。

氏名又は名称 住所 保有株券等の数(株) 株券等保有割合(％)

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 1,091,411 0.37

NOMURA INTERNATIONAL PLC
1 Angel Lane, London EC4R 3AB, United

Kingdom
　429,639 0.15

野村アセットマネジメント

株式会社
東京都中央区日本橋一丁目12番１号 14,567,000 4.92

計 － 16,088,050 5.44

 

　　　　６．LSV Asset Managementより、平成28年５月26日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、平

成28年５月19日現在で以下のとおり株式を保有している旨の記載がありますが、当社として当第２四半期会

計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所 保有株券等の数(株) 株券等保有割合(％)

LSV Asset Management

c/o Corporation Service Company, 2711

Centerville Road, Suite 400,

Wilmington, DE 19808 U.S.A

15,207,100 5.14

計 － 15,207,100 5.14
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　9,450,200 －

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 286,265,300 2,862,653 同上

単元未満株式 普通株式     147,921 － －

発行済株式総数 295,863,421 － －

総株主の議決権 － 2,862,653 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式3,000株（議決権数30個）が含まれ

ております。

　　　　２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、取締役等への株式報酬制度のために設定した株式交付信託に係る

信託口が所有する株式1,056,000株（議決権数10,560個）が含まれております。

３．「単元未満株式」の欄には、取締役等への株式報酬制度のために設定した株式交付信託に係る信託口が所有

する株式65株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社フジクラ
東京都江東区木場一丁目

５番１号
9,450,200 － 9,450,200 3.19

計 － 9,450,200 － 9,450,200 3.19

　（注）上記の自己名義所有株式数には、取締役等への株式報酬制度のために設定した株式交付信託に係る信託口が所有

する株式1,056,065株は含まれておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 31,785 31,310

受取手形及び売掛金 148,969 ※１ 169,474

たな卸資産 ※２ 92,501 ※２ 112,160

その他 24,133 26,318

貸倒引当金 △864 △1,002

流動資産合計 296,526 338,261

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 89,993 92,408

機械装置及び運搬具（純額） 62,633 73,774

その他（純額） 42,656 40,216

有形固定資産合計 195,283 206,398

無形固定資産   

のれん 7,123 5,621

その他 9,962 10,371

無形固定資産合計 17,085 15,992

投資その他の資産   

投資有価証券 41,295 43,876

その他 40,739 43,427

貸倒引当金 △2,266 △2,213

投資損失引当金 △37 △37

投資その他の資産合計 79,731 85,053

固定資産合計 292,100 307,444

資産合計 588,626 645,705

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 77,230 ※１ 94,017

短期借入金 74,637 84,951

1年内償還予定の社債 10,000 30,000

未払法人税等 3,671 3,483

その他の引当金 24 50

その他 37,661 43,562

流動負債合計 203,226 256,064

固定負債   

社債 40,000 20,000

長期借入金 101,296 106,065

その他の引当金 36 126

退職給付に係る負債 8,184 8,228

その他 11,336 11,129

固定負債合計 160,854 145,550

負債合計 364,080 401,615
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 53,075 53,075

資本剰余金 30,012 29,999

利益剰余金 118,867 130,095

自己株式 △5,942 △6,387

株主資本合計 196,013 206,783

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,284 9,328

繰延ヘッジ損益 465 178

為替換算調整勘定 4,459 9,377

退職給付に係る調整累計額 △5,500 △4,998

その他の包括利益累計額合計 6,709 13,885

非支配株主持分 21,823 23,421

純資産合計 224,546 244,090

負債純資産合計 588,626 645,705
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 305,211 359,771

売上原価 245,679 292,762

売上総利益 59,532 67,008

販売費及び一般管理費 ※１ 45,703 ※１ 49,489

営業利益 13,828 17,518

営業外収益   

受取利息 104 111

受取配当金 514 1,065

為替差益 8 985

持分法による投資利益 11 612

その他 311 528

営業外収益合計 951 3,303

営業外費用   

支払利息 1,242 1,436

その他 1,567 1,777

営業外費用合計 2,810 3,213

経常利益 11,970 17,608

特別利益   

投資有価証券売却益 186 617

特別利益合計 186 617

特別損失   

事業構造改善費用 1,767 ※２ 1,725

その他 1,349 25

特別損失合計 3,116 1,750

税金等調整前四半期純利益 9,039 16,474

法人税等 3,002 1,887

過年度法人税等 2,707 －

四半期純利益 3,328 14,587

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,508 1,933

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,820 12,654
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 3,328 14,587

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △614 1,964

繰延ヘッジ損益 △169 △341

為替換算調整勘定 △18,478 5,360

退職給付に係る調整額 954 521

持分法適用会社に対する持分相当額 △887 △31

その他の包括利益合計 △19,195 7,473

四半期包括利益 △15,866 22,061

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △16,335 19,830

非支配株主に係る四半期包括利益 468 2,230
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 9,039 16,474

減価償却費 12,402 13,213

のれん償却額 1,757 1,514

引当金の増減額（△は減少） 121 △190

受取利息及び受取配当金 △619 △1,177

支払利息 1,242 1,436

持分法による投資損益（△は益） △11 △612

投資有価証券売却損益（△は益） △186 △617

事業構造改善費用 1,617 1,468

売上債権の増減額（△は増加） △11,510 △17,544

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,253 △17,768

仕入債務の増減額（△は減少） 8,132 14,762

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,584 2,311

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 516 617

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △66 △183

その他 759 △2,333

小計 18,527 11,371

利息及び配当金の受取額 1,006 1,731

利息の支払額 △1,297 △1,486

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △6,163 △5,106

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,072 6,510

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 458 △135

有形及び無形固定資産の取得による支出 △23,044 △19,617

有形及び無形固定資産の売却による収入 997 268

投資有価証券の売却による収入 103 1,097

貸付けによる支出 △8,106 △472

貸付金の回収による収入 284 1,296

長期前払費用の取得による支出 △188 △1,690

事業譲受による支出 △2,176 －

関係会社出資金の払込による支出 △173 －

その他 △92 △174

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,938 △19,427
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 10,434 23,645

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 10,000 －

長期借入れによる収入 25,820 9,764

長期借入金の返済による支出 △11,626 △20,728

社債の償還による支出 △20,000 －

社債の発行による収入 19,901 －

配当金の支払額 △1,198 △1,426

自己株式の取得による支出 △6,518 △1

非支配株主への配当金の支払額 △537 △148

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △456

その他 － 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 26,275 10,649

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,799 1,634

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,610 △633

現金及び現金同等物の期首残高 32,091 30,680

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 35,701 ※ 30,047
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

（有形固定資産の減価償却方法の変更及び耐用年数の変更）

　有形固定資産の減価償却の方法については、従来、当社及び国内連結子会社は主として定率法、在外連結子会社

は定額法によっていましたが、第１四半期連結会計期間より当社及び国内連結子会社は全ての有形固定資産につい

て定額法に変更しております。

　当社グループでは、「2020中期経営計画」において予定されている設備投資計画を契機とし、国内の有形固定資

産の減価償却方法について再検討を行いました。その結果、生産設備のこれまでの使用実態から急激な技術的・経

済的な陳腐化は見られず、また今後も耐用年数にわたり安定的に稼働していくことが見込まれることから、費用を

均等に配分する定額法への変更を行いました。この変更により、当社グループの有形固定資産の減価償却の方法は

定額法に統一されています。

　また、当社及び国内連結子会社は減価償却方法の変更にあわせて有形固定資産の使用実態を見直し、第１四半期

連結会計期間より、一部の有形固定資産の耐用年数を実態にあわせた耐用年数に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益は929百万円、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ933百万円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、（セグメント情報）に記載しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　一部の連結子会社は、税金費用について、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（取締役等に対する株式報酬制度）

　当社は、平成29年６月29日開催の第169期定時株主総会決議に基づき、当社の監査等委員でない取締役（社外取

締役を除く。以下同じ。）及び当社執行役員（以下総称して「取締役等」という。）を対象に、当社の株式価値と

取締役等の報酬との連動性をより明確にし、取締役等が株価の上昇によるメリットを享受するのみならず、株価下

落リスクをも負担し、株価の変動によるメリット及びリスクを株主の皆様と共有することで、企業価値の向上に貢

献する意識を高めることを目的として、株式報酬制度を導入しました。

　本制度にかかる会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）に準じております。

（１）取引の概要

　当社が設定する信託（以下、「本信託」という。）に金銭を信託し、本信託において当社普通株式（以下、

「当社株式」という。）の取得を行い、取締役等に対して、当社取締役会が定める株式交付規程に従って付与さ

れるポイント数に応じ、当社株式が本信託を通じて交付される株式報酬制度です。なお、取締役等が当該株式の

交付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。

（２）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当第２四半期連結会計期間末における当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、1,035

百万円、1,056千株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります。
 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形 －百万円 1,356百万円

支払手形 － 1,555

 

※２　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

商品及び製品 35,487百万円 41,442百万円

仕掛品 24,684 31,514

原材料及び貯蔵品 32,328 39,202

 

３　偶発債務

　　　債務保証等

前連結会計年度
（平成29年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

関係会社  関係会社  

ProCable Energia e

Telecomunicacoes S.A.

（銀行借入金）

2,923百万円

ProCable Energia e

Telecomunicacoes S.A.

（銀行借入金）

4,310百万円

Fujikura Cabos Para Energia e

Telecomunicações Ltda

（銀行借入金）

1,934

Fujikura Cabos Para Energia e

Telecomunicações Ltda

（銀行借入金）

2,298

㈱ユニマック

（銀行借入金）
280

㈱ユニマック

（銀行借入金）
220

PT. FUJIKURA INDONESIA

（銀行借入金）
167

㈱ビスキャス

（契約履行保証等）
180

㈱ビスキャス

（契約履行保証等）
130

PT. FUJIKURA INDONESIA

（銀行借入金）
169

他３社

（銀行借入金等）
92

他２社

（銀行借入金等）
106

小計 5,528 小計 7,286

関係会社以外

従業員（財形融資）（銀行借入金）

 

220

関係会社以外

従業員（財形融資）（銀行借入金）

 

203

小計 220 小計 203

合計 5,749 合計 7,490

 

EDINET提出書類

株式会社フジクラ(E01334)

四半期報告書

17/24



（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

荷造運搬費 7,808百万円 9,009百万円

人件費 19,533 21,040

その他 18,361 19,440

 

※２　事業構造改善費用

　事業構造改善費用の内訳は以下のとおりであります。

子会社の拠点整理に伴う特別退職金等 1,442百万円

子会社の拠点整理に伴う資産整理 　283

計 1,725

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 37,019百万円 31,310百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,318 △1,263

現金及び現金同等物 35,701 30,047
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

　１．配当金支払額

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,198 4.0  平成28年３月31日  平成28年６月30日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月28日

取締役会
普通株式 1,438 5.0  平成28年９月30日  平成28年12月２日 利益剰余金

 

　３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成28年５月10日開催の取締役会に基づき、平成28年５月18日付で、自己株式65,000千株の消却

を実施し、当該自己株式の帳簿価格27,320百万円を資本剰余金から減額しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

　１．配当金支払額

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,426 5.0  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月27日

取締役会
普通株式 2,004 7.0  平成29年９月30日  平成29年12月４日 利益剰余金

（注）平成29年10月27日開催の取締役会決議の配当金の総額には、取締役等への株式報酬制度のために設定した

株式交付信託にかかる信託口に対する配当金７百万円が含まれております。

 

　３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 

エネルギ

ー・情報通

信カンパニ

ー

エレクトロ

ニクスカン

パニー

自動車電装

カンパニー

不動産

カンパニー

売上高         

外部顧客への売上高 162,511 71,834 63,826 5,042 1,996 305,211 － 305,211

セグメント間の内部

売上高又は振替高
200 135 17 － 10 364 △364 －

計 162,712 71,970 63,844 5,042 2,007 305,576 △364 305,211

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
7,567 2,613 1,537 2,629 △519 13,828 － 13,828

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに該当しない、事業化を検討している新規事業等を含んでおります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 

エネルギ

ー・情報通

信カンパニ

ー

エレクトロ

ニクスカン

パニー

自動車電装

カンパニー

不動産

カンパニー

売上高         

外部顧客への売上高 182,067 96,492 73,387 5,536 2,287 359,771 － 359,771

セグメント間の内部

売上高又は振替高
207 141 25 － 6 380 △380 －

計 182,274 96,633 73,413 5,536 2,293 360,151 △380 359,771

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
12,198 5,877 △2,898 2,833 △492 17,518 － 17,518

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに該当しない、事業化を検討している新規事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却方法の変更及び耐用年数の変更）

　（会計方針の変更等）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より有形固定資産の減価償却方法を定額法に変更

し、一部の有形固定資産について耐用年数の見直しを行っております。

　これにより、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が「エネルギー・情報通信カンパ

ニー」で560百万円、「エレクトロニクスカンパニー」で145百万円、「自動車電装カンパニー」で81百万円、「不動

産カンパニー」で112百万円及び「その他」で30百万円増加しております。
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（金融商品関係）

　金融商品については、当該金融商品に関する四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日

に比して著しい変動が認められないため注記を省略しております。

（有価証券関係）

　有価証券については、当該有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比し

て著しい変動が認められないため注記を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引については、当社グループの事業の運営において重要性が乏しいため、記載を省略しておりま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 ６円21銭 44円36銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,820 12,654

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（百万円）
1,820 12,654

普通株式の期中平均株式数（千株） 293,140 285,252

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.当社は当第２四半期連結会計期間より、取締役等に対し、信託を用いた株式報酬制度「株式交付信託」を導入

しております。当該信託口が保有する当社株式352千株を、「１株当たり四半期純利益金額」の算定上、期中

平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　平成29年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）配当金の総額………………………………………2,004百万円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………７円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月４日

 （注）１．平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は登録された株主に対し、支払を行います。

２．配当金の総額には、取締役等への株式報酬制度のために設定した株式交付信託にかかる信託口に対する

配当金７百万円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月１日

株　式　会　社　フ　ジ　ク　ラ

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岸　　　信　一

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五　代　英　紀

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジクラ

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成29

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジクラ及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　会計方針の変更等に記載のとおり、従来、会社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、主とし

て定率法を採用していたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更している。また、あわせて一部の有形固定資産に

ついて耐用年数を変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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